
Vol.200
湖東・湖北

毎月第３日曜日発行

2026 月号

毎日新聞湖北ブロック会　協賛

滋賀県彦根市地蔵町 120-105　TEL.0749-26-9673

　　湖北ブロック会事務局 ( 毎日新聞彦根城東販売所 )

湖　　北 湖　　東

毎日ナビ

彦根長浜

長浜

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

彦根

制作 /オフィスいしやま ( 毎日新聞大津販売 )

天

地

７

豊国神社がオリジナル御朱印帳
秀 吉 ゆ か り の ４ 社 が 企 画

自
治
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
支
援

市
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

ル
の
導
入
・
活
用
支
援
や
自
治
会

資
料
の
デ
ー
タ
化
や
業
務
プ
ロ
セ

ス
の
効
率
化
な
ど
、
各
自
治
会
で

デ
ジ
タ
ル
化
が
定
着
・
発
展
す
る

よ
う
実
践
的
な
助
言
を
行
う
。

　

ま
た
、
２
０
２
５
年
度
か
ら
進

め
て
い
る
事
業
「
地
域
に
お
け
る

女
性
の
参
画
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣
」
も
継
続
す
る
。

　

い
ず
れ
も
申
し
込
み
は
専
用
フ

ォ
ー
ム
で
電
子
申
請
。
女
性
参
画

は
、
担
当
課
窓
口
に
申
請
用
紙
を

提
出
す
る
こ
と
で
も
申
し
込
め
る
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

　

自
治
会
の
円
滑
な
運
営
を
支
援

す
る
た
め
、
長
浜
市
は
「
自
治
会

デ
ジ
タ
ル
化
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

を
派
遣
す
る
事
業
を
始
め
た
。

　

自
治
会
運
営
に
お
い
て
、
高
齢

化
や
役
員
の
な
り
手
不
足
、
業
務

負
担
増
大
が
深
刻
な
課
題
に
な
っ

て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
業
務
の
効
率
化
を

進
め
て
い
く
。

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
は
、
市

内
１
自
治
会
最
大
２
回
。
無
料
。

１
回
当
た
り
90
分
以
内
で
、
３
人

ま
で
受
講
可
能
。
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー

　

長
浜
市
南
呉
服
町
の
豊
国
神
社

な
ど
豊
臣
秀
吉
ゆ
か
り
の
４
神
社

が
合
同
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
御
朱
印
帳

を
製
作
し
、
頒
布
し
て
い
る
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
豊
臣
兄
弟
！
」

放
映
に
合
わ
せ
て
企
画
し
た
。

　

御
朱
印
帳
に
は
、
秀
吉
の
出
生

地
・
名
古
屋
の
豊
國
神
社
、
一
国

一
城
の
主
と
な
っ
た
長
浜
の
豊
国

神
社
、
天
下
を
と
っ
た
大
阪
城
豊

國
神
社
、
街
づ
く
り
に
尽
力
し
た

京
都
の
豊
国
神
社
の
専
用
ペ
ー
ジ

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
46
社
分
の

御
朱
印
を
受
け
ら
れ
る
ス
ペ
ー
ス

が
あ
る
。

　

表
紙
に
は
ド
ラ
マ
の
ロ
ゴ
や
秀

吉
と
秀
長
の
甲
冑
姿
の
シ
ル
エ
ッ

ト
、
裏
表
紙
に
は
瓢
箪
の
図
柄
が

そ
れ
ぞ
れ
刺
繍
さ
れ
て
い
る
。

　

豊
国
神
社
（
長
浜
）
の
湯
本
崇

彦
宮
司
は
「
天
下
を
取
っ
た
秀
吉

公
の
軌
跡
に
思
い
を
巡
ら
せ
て
ほ

し
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

大
き
さ
は
縦
18
㌢
、
横
12
㌢
。

頒
布
料
は
３
５
０
０
円
（
御
朱
印

書
き
込
み
を
含
む
）
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

19
歳
の
バ
ス
運
転
手
デ
ビ
ュ
ー

近
江
鉄
道
グ
ル
ー
プ
が
養
成

市がひこにゃん派遣値上げ
「 運 営 経 費 な ど 高 騰 」

営
業
所
に
配
属
さ
れ
る
。
趣
味
は

体
を
動
か
す
こ
と
と
野
球
。
家
族

の
影
響
で
も
と
も
と
車
好
き
だ
っ

た
。
通
学
で
利
用
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
バ
ス
運
転
手
に
憧
れ
志

望
し
た
と
い
う
。
山
口
さ
ん
は
湖

国
バ
ス
長
浜
営
業
所
に
配
属
予
定
。

趣
味
は
サ
ッ
カ
ー
と
映
画
鑑
賞
。

高
校
時
代
に
部
活
動
の
練
習
試
合

な
ど
で
バ
ス
を
利
用
し
た
。
そ
の

時
、
地
域
住
民
の
力
に
な
れ
る
、

や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
感
じ

た
と
い
う
。

　
　
【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

　

彦
根
市
に
本
拠
を
置
く
近
江
鉄

道
グ
ル
ー
プ
で
今
夏
、
19
歳
の
バ

ス
運
転
手
２
人
が
デ
ビ
ュ
ー
す
る
。

若
井
貴
清
（
た
か
し
）
さ
ん
と
山

口
夢
王
（
ゆ
お
ん
）
さ
ん
。
大
型

２
種
免
許
取
得
に
は
21
歳
以
上
で

普
通
免
許
取
得
後
３
年
以
上
が
条

件
だ
っ
た
が
、
道
路
交
通
法
改
正

（
２
０
２
２
年
）
で
受
験
資
格
が

緩
和
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
同

グ
ル
ー
プ
は
高
校
新
卒
の
バ
ス
運

転
手
の
採
用
、
養
成
に
取
り
組
ん

だ
。

　

若
井
さ
ん
は
近
江
鉄
道
八
日
市

イ
ベ
ン
ト
が
対
象
。
事
業
者
側
の

負
担
金
（
１
日
あ
た
り
）
を
３
万

円
値
上
げ
し
14
万
円
と
し
た
。
た

だ
し
①
市
内
事
業
所
か
ら
の
依
頼

②
非
営
利
の
法
人
や
団
体
か
ら
の

依
頼
③
物
産
展
な
ど
彦
根
に
関
す

る
イ
ベ
ン
ト
④
市
長
が
指
定
す
る

催
し―

―

に
つ
い
て
は
１
日
あ
た

り
７
万
円
と
す
る
。
問
い
合
わ
せ

は
同
市
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
課

（
０
７
４
９
・
30
・
６
１
５
３
）。

　

【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

　

彦
根
市
は
７
月
、
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
「
ひ
こ
に
ゃ
ん
」
＝
写
真
＝
の

特
別
派
遣
負
担
金
を
値
上
げ
し
た
。

「
運
営
経
費
等
の
高
騰
」
が
理
由

と
い
う
。

　

ひ
こ
に
ゃ
ん
の
出
演
は
「
通
常

派
遣
」
と
「
特
別
派
遣
」
に
分
か

れ
て
い
る
。
通
常
派
遣
は
市
が
経

費
を
負
担
す
る
が
、
次
の
い
ず
れ

か
の
条
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
。

彦
根
市
民
や
市
外
来
訪
者
が
参
加

し
、
Ｐ
Ｒ
効
果
が
見
込
め
る
公
共

性
の
高
い
行
事
▽
市
内
の
中
学
校

区
以
上
の
範
囲
で
、

子
ど
も
を
対
象
と
す
る
行
事

▽
市
外
で
開
催
さ
れ
、
彦
根

市
の
産
業
振
興
に
も
寄
与
す

る
行
事
。

　

特
別
派
遣
は
民
間
事
業
者
等
の
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